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● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変
化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因
には、主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１６年１２月期 第３四半期決算

上席執行役員 墨岡 良一
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 年間予想比： 順調に進捗中。
 前年比： 新興国では収益性改善が進み、先進国では為替影響を受ける。

3
※1 前年： 販売金融関連 収益・費用組替え後

１５年３Ｑ １６年３Ｑ 前年比 １６年予想

売上高 １２,２６２ １１,３２８ ９２％ １５,０００

営業利益 １,０５０ ８８９ ８５％ １,０５０

営業利益率 ８.６％ ７.８％ △０.７pt ７.０％

経常利益 １,０１２ ７７６ ７７％ ９５０

当期純利益 ４９０ ４８２ ９８％ ６００

（$・€） １２１・１３５ １０９・１２１ ー
（年間）１０６・１１７
（下期）１００・１１０

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,１７９・３.１ １３,２７３・３.５ ー
（年間）１３,０５４・３.１
（下期）１３,２００・３.３

※1

全社経営業績 （３Ｑ）

※２ 親会社株主に帰属する四半期純利益

※２

（億円）



1,050 226 △60 △7 △129 130
△42 △227

△52

889

 新興国： プラットフォームコストダウン・商品ミックスによる収益性改善進む、
為替影響は３Ｑ以降安定化。

 先進国： 収益性改善進むが、為替影響を受けて減益。

営業利益
（億円）

収益性
為替経費

規模

2015年

（$/€： 121/135）

2016年

（109/121）

収益性
為替経費

先進国事業等
636億円 （前年比 △139億円）

新興国二輪車
325億円 （前年比 ＋30億円）

親会社株主
に帰属する

四半期純利益
（億円）

490 482

営業利益変動要因 （３Ｑ）
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成長戦略

成長戦略費用
72億円 （前年比 △52億円）
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売上高 営業利益

（億円）

2015年3Q
(121/135)

その他

マリン

特機

先進国
二輪車

2016年3Q
(109/121)（$/€）

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

12,262 1,050
11,328

889
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2015年3Q
(121/135)

2016年3Q
(109/121)

※

新興国
二輪車

事業別 売上高・営業利益 （３Ｑ）

△39



106 112 

12 
66 

102 
27 

62 

15年 16年

2,191 
1,889 

473 

463 

800 

780 

219 

319 

15年 16年

 ベトナム・フィリピン好調、インドネシア回復待ちながら増益する。
 プラットフォームコストダウン・商品ミックスによる収益改善を更に継続する。
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二輪車事業： （アセアン）

売上高
（億円）

2015年
3Q

2016年
3Q

3,683
3,451

44

ベトナム

タイ

フィリピン

インド
ネシア

営業利益
（億円）

2015年
3Q

2016年
3Q

△15

184

287

出荷台数
（万台）

228 216



55 51 

71 
55 

56 

46 

2015年9月末 2016年9月末

357 364 

556 430 

1,122 
1,074 

122
107

15年 16年

欧州

北米

大洋州

日本

338
出荷台数

（千台）

2015年
3Q

2016年
3Q

335

 安定的販売を維持する中で、計画的な流通在庫圧縮が進む。
 個性的なラインナップを充実させながら、更なる構造改革を進める。

二輪車事業： （先進国）
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先進国二輪車 在庫推移

2015年
3Q末

2016年
3Q末

（千台）

182

152

2,157
1,975

売上高
（億円）

欧州

北米

日本
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1,384 1,324

385 354

335 
328

269 
298 

15年3Q 16年3Q

船外機

ボート

ＷＶ

部品他

2,373
売上高
（億円）

2,305

 北米・欧州市場で大型船外機の販売増加続き、高い利益率を維持。
 システムサプライヤーへのビジネスモデルづくりを進める。

営業
利益率

22% 20%

2015年
3Q

2016年
3Q

マリン事業
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北米市場における当社販売状況
（船外機）

大型 （100HP超）

中・小型
（99HP以下）

大型 （200HP超）



544 552 

15年 16年

ＡＴＶ
ＲＯＶ

 安定的に成長する市場で、当社のプレゼンス高まる。
 スポーツ領域で個性を発揮しながら、各領域のラインナップを強化する。

売上高
（億円）

2015年
3Q

2016年
3Q

ＡＴＶ・ＲＯＶ事業

9

北米ROV 総需要・ヤマハ小売シェア （年間）
出荷台数

（万台）
1.4 1.6

スポーツ

レクリエーショナル

マルチパーパス

3%

3%

9%

15%

5%

7%

2015年実績

総需要： 28万台
ヤマハ小売： 1.6万台
小売シェア： 6%

2016年予想

総需要： 30万台
ヤマハ小売： 2.4万台
小売シェア： 8%





事業別 売上高・営業利益 （３Ｑ）

売上高 (億円)

営業利益 (億円)

営業利益率 (％)

3ヶ月（7月～9月） 9ヶ月（1月～9月）

15年実績 16年実績 15年実績 16年実績

二輪車 2,572 2,217 7,842 6,992

マリン 656 602 2,373 2,305

特機 460 415 1,166 1,113

その他 288 310 881 918

合 計 3,974 3,544 12,262 11,328

二輪車 113 105 334 286

マリン 119 77 526 459

特機 53 23 106 50

その他 31 30 84 94

合 計 317 235 1,050 889

二輪車 4.4 4.7 4.3 4.1

マリン 18.1 12.8 22.2 19.9

特機 11.6 5.6 9.1 4.5

その他 10.8 9.7 9.6 10.2

合 計 8.0 6.6 8.6 7.8
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二輪車販売台数・売上高 （３Ｑ）

84 86
68 57

170 173

3,170 3,167

394 335

3,886
3,818

2015年

3Q

2016年

3Q

357 364

556 430

1,122 1,074

4,663
4,261

1,144

863

7,842

6,992

2015年

3Q

2016年

3Q

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）

アジア

欧州

北米
日本

その他

(109/121)(121/135)（$/€） 12



マリン・特機・その他 売上高 （３Ｑ）

570 557

21 22
66 96

185 183

39 60
881

918

2015年

3Q

2016年

3Q

204 224

1,380 1,335

334 343

143 133

312 270

2,373 2,305

2015年

3Q

2016年

3Q

106 99

802 783

125 108

43
38

90
85

1,166
1,113

2015年

3Q

2016年

3Q

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン 特機 その他

（億円）

(121/135) (109/121)（$/€）
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設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

15年3Q
実績

16年3Q
実績

設備投資 418 361

減価償却費 330 315

研究開発費 663 700

有利子負債 3,644 3,089

（うち販売金融分） 1,845 1,749

（億円）
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為替影響 （対前年）

3Q （9ヶ月）

（億円） US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 △138 △49 △1 △188

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 △83 △83

粗利益の換算影響 （海外子会社） △77 △31 △187 △295

販管費の換算影響 （海外子会社） 54 23 132 210

営業利益への為替影響 △161 △57 △139 △356

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
11億円

EURO
4億円
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1,050 189

66

△356

41 △37 15
△79 889

営業利益変動要因 （３Ｑ）

コスト
ダウン

販管費
増加

増収
効果

為替
影響

原材料
価格変動

償却費
減少

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2015年

（$/€： 121/135）

2016年

（109/121）

（億円）
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